
令和４年度 

「工業技術基礎」シラバス 

沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 

工業 グラフィックアーツ科 １ 工業技術基礎 ３ 全 必修 

使用教科書 工業技術基礎 補助教材  

 

 

○基本的なデッサン力を身に見つけ、モチーフの質感や形をとる技術を学習する。 

○ページレイアウトの基本ソフトである InDesignを使って基本操作を学び、利用技術を学習する。 

○スタジオ撮影の機材の取扱いと撮影の基礎を学習し、また PhotoShopの基本操作を学ぶ。 

○レーザー加工機、３Ｄプリンター等の取り扱いの基礎を学ぶ 

 

 

○デッサンに必要な用具の名称や扱い方を学習し、実際にモチーフの形をとる技術を学習する。また、

イーゼル、カルトンを使い、鉛筆デッサン（卓上デッサン、石膏デッサン等）を行う。 

○InDesign の基本的なツールの選択方法やパレットの扱い方を学習し、各ツールの機能を理解する。

基本的な図形作成と編集方法を繰り返し練習、レイアウトの仕上げに役立つ便利な機能を習得する。 

○スタジオ撮影に必要な機材や出力機器等（ストロボ装置、デジタルカメラ等）の扱い方を学習し、実

際にスタジオの人工照明活用による写真撮影する。撮影した画像を PhotoShop で修正・加工する。 

○材料実験では加工機ごとに、データの流れや材料に合った出力方法などを学習する。 

 

 

○ 次の四つの観点に基づいて４つの班をローテーションし、学期毎に評価し、１，２学期は素点化

(ABC)します。三学期は年間を通して総合的に判断して五段階評定をします。 

評価の観点 内  容 評価方法 

① 知識・技能  工業の各分野に関する基礎的な知識と技能を身につ

け，工業の発展と環境・資源などとの調和のとれたも

のづくりを合理的に計画し、実際の仕事を適切に処理

する技能を身につけている。 

レポートを提出させ実習

を振り返って確認させる。 

② 思考・判断

表現 

 工業技術に関する諸問題の適切な解決をめざして，

広い視野からみずから思考し，基礎的な知識と技術を

活用して適切に判断し，その結果を的確に表現し伝え

る能力を身につけている。 

機器の取り扱いや各ソフ

トの機能を活用している

かを評価する。 

③ 主体的に取

り組む態度 

 工業技術について主体的に興味・関心を持ち，その

改善向上をめざして意欲的に取り組むとともに,   社

会の発展に役立つ技術開発を積極的に学ぶ態度を身に

つけている。 

自ら進んで課題に取り組

んでいるかを判断します。 

 

 

 

○４つの班のローテーション終了後に各自レポートまとめて提出します。 

１科目の目標 

２学習の方法 

３評価の方法 

４その他 



５ 学習計画 

年間指導計画表 

月 

予

定

時

数 

実

施

時

数 

指導項目 
指導内容（教科

書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 振

り

返

り 

知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 
主体的に取り組む態

度 

4 3   

(1)人と技術と
環境 
 ア 人と技
術 

・オリエンテーショ
ン 
・安全講習 
・「工業技術基礎」
を学ぶにあたって 
(工業技術基礎
P6~7) 

〇 〇 〇 

「工業技術基礎」の学ぶ
目的をよく理解させ，も
のづくりが工業技術の中
で果たしている役割につ
いての知識と技能を身
につけている。 

「工業技術基礎」で
は，何をどのように
学ぶのかを適切に
思考・ 判断し，そ
の結果を適切に相
手に伝える表現力
を身につけている。 

「工業技術基礎」で学
ぶ目的を理解し，工
業の各分野に共通す
る知識や技術に興
味・関心を持つととも
に，実験・実習に主体
的に取り組む態度を
身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観

点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

４ 

～ 

５ 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ 技術者
の使命と責任 
 
(2)加工技術 
 ア 形態を
変形させる加
工 

「表示演習（デッ
サン）」 
・導入 
・表示練習 
・光と影 
・まとめ 
・鑑賞・考察 

〇 〇 〇 

製作実習をとおして，基
礎的な表示演習に関す
る知識と技能を身につ
け，グラフィックアーツに
おける商品開発や設計
を行う上でデザインが生
み出す付加価値や社会
的意義・役割を身につけ
ている。 

製作実習をとおし
て，造形への深い
観察から表現される
造形美と技術が融
合するように形状を
思考・判断し，デザ
インの向上をめざし
て創意工夫した表
現ができる。 

表示演習をとおして、
原理と技術を学び，
グラフィックアーツに
関する基礎的な技術
に関心をもって主体
的に取り組み，生産
活動を工夫する実践
的な態度を身につけ
ている。 

 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観
点
別

評
価
を
活
用
す
る
。 

6 1   

(1)人と技術と
環境 
 ア 人と技
術 

・人と技術と環境 
(工業技術基礎 P8
～９，12～14) 

〇 〇 〇 

工業にたずさわる人と社
会とのかかわりや，これ
からの工業技術が担う役
割について理解し，実体
験の必要性を学び,  そ
の改善向上をめざす実
践的な知識と技能を身
につけている。 

工業にたずさわる
人と社会とのかかわ
りや，これからの工
業技術が担う役割
について社会体験
等を踏まえて思考・
判断し，その結果を
相手に的確に表現
し，伝える力を身に
つけている。 

工業にたずさわる人と
社会とのかかわりや，
これからの工業技術
が担う役割について
興味・関心を持ち，そ
の改善向上をめざし
て主体的に取り組む
実践的な態度を身に
つけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果

を
評
価
す
る
。
観
点
別
評
価
を
活

用
す
る
。 

７ 

～ 

１０ 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ 技術者
の使命と責任 
 
(3)生産の仕
組み 
 ア 生産工
程 

「DTP（InDesign）」 
・インデザインの
構造 
・基本操作 
・図形作成 
・編集操作 
・文字や画像のレ
イアウト 

〇 〇 〇 

DTP をとおして，基礎的
な DTP に関する知識と
技能を身につけ，グラフ
ィックアーツにおける商
品開発や設計を行う上
でデザインが生み出す
付加価値や社会的意
義・役割を身につけてい
る。 

DTP をとおして，紙
面構成から表現さ
れる造形美と技術
が融合するように形
状を思考・判断し，
デザインの向上を
めざして創意工夫
した表現ができる。 

DTP をとおして、原理
と技術を学び，グラフ
ィックアーツに関する
基礎的な技術に関心
をもって主体的に取り
組み，生産活動を工
夫する実践的な態度
を身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習

成
果
を
評
価
す
る
。
観
点
別
評

価
を
活
用
す
る
。 

10 1   

(1)人と技術と
環境 
 ア 人と技
術 

・知的財産とアイ
デアの発想 
(工業技術基礎
P16~19) 

〇 〇 〇 

知的財産の意義とアイ
デアを生み出す知識を
身に付け，具体的な発
想法生かして，社会の発
展をはかる創造的、実践
的な技能を身につけて
いる。 

知的財産とアイデ
アの発想について
その意義を考え，
新規なアイデアを
生み出す柔軟な思
考・判断ができ，そ
の成果を相手に適
切に伝える実践的
な表現力を身につ
けている。 

知的財産とアイデア
の発想に興味・関心
を持ち，先人がつくり
出したものを学び取
り，伝承・発展させる
ことのたいせつさやそ
の改善向上をめざし
てアイデアを生み出
し，社会の発展をは
かる主体的で実践的
な態度を身につけて
いる。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果
を
評
価

す
る
。
観
点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

10 

～ 

12 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ  技術者
の使命と責任 
(2)加工技術 
 イ  質を変
形させる加工 

「写真・スタジオ」 
・カメラの使い方
の基本 
・露出計の操作 
・ライティングの設
定方法 
・肖像写真・画像
処理の基礎 
・作品鑑賞とレポ
ート作成 

〇 〇 〇 

写真・スタジオ実習をと
おして，基礎的なカメラ
や撮影に関する知識と
技能を身につけ，グラフ
ィックアーツにおける商
品開発や設計を行う上
で写真が生み出す付加
価値や社会的意義・役
割を身につけている。 

写真・スタジオ実習
をとおして，写真か
ら表現される造形
美と技術が融合す
るように撮影環境を
思考・判断し，デザ
インの向上をめざし
て創意工夫した表
現ができる。 

写真・スタジオ実習を
とおして、原理と技術
を学び，グラフィックア
ーツに関する基礎的
な技術に関心をもっ
て主体的に取り組
み，撮影方法を工夫
する実践的な態度を
身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果

を
評
価
す
る
。
観
点
別
評
価
を
活

用
す
る
。 



12 1   

(1)人と技術と
環境 
 ウ 環境と技
術 

・実験・実習報告
書の作成 
(工業技術基礎
P29~31) 

〇 〇 〇 

「実験・実習報告書の作
成」についてその意義を
よく理解し，作成法の改
善充実をはかり，実験・
実習の成果を定着させ
る知識を技能を身につ
けている。 

「学習成果の発表
のしかた」につい
て，適切に思考・判
断し，その改善向
上をめざして創造
的，実践的な表現
力を身につけてい
る。 

「学習成果の発表の
しかた」に興味・関心
を持ち，その改善向
上をめざして主体的
に取り組むとともに，
創造的，実践的な発
表態度を身につけて
いる。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観

点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

１ 

～ 

３ 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ  技術者
の使命と責任 
(3)生産の仕
組み 
 イ 分析と測
定技術 

「材料実験」 
・安全教育、出力
機器の説明 
・データ生成・材
料の特性 
・出力実習 
・データ修正・再
出力 
・考察・応用方法
の発案 

〇 〇 〇 

材料実験をとおして，基
礎的な材料に関する知
識と技能を身につけ，グ
ラフィックアーツにおける
商品開発や設計を行う
上でデザインが生み出
す付加価値や社会的意
義・役割を身につけてい
る。 

材料実験をとおし
て，造形美と技術が
融合するような材料
を思考・判断し，デ
ザインの向上をめざ
して創意工夫した
表現ができる。 

材料実験をとおして、
素材の特徴を学ぶと
共に，グラフィックア
ーツに関する基礎的
な技術に関心をもっ
て主体的に取り組
み，生産活動を工夫
する実践的な態度を
身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果

を
評
価
す
る
。
観
点
別
評
価
を
活

用
す
る
。 

3 3   

(1)人と技術と
環境 
 ウ 環境と技
術 

・発表のしかた 
(工業技術基礎
P32~38) 

〇 〇 〇 

「学習成果の発表のしか
た」についての関連知識
を身につけ，その改善向
上をめざして，創造的で
実践的な発表の手法を
身につけている。 

「学習成果の発表
のしかた」につい
て，適切に思考・判
断し，その改善向
上をめざして創造
的，実践的な表現
力を身につけてい
る。 

「学習成果の発表の
しかた」に興味・関心
を持ち，その改善向
上をめざして主体的
に取り組むとともに，
創造的，実践的な発
表態度を身につけて
いる。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観

点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

計 105   
  

 


